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防衛生産基盤強化法の狙い
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 １．防衛生産・技術基盤強化の方向性を国家意思として明示

 　➢いわば防衛力そのもの

 　➢法律に基づく基本方針を初めて策定

 ２．喫緊の課題への早期手当て

 　 ➢サプライチェーンリスク対応

 　 ➢製造工程効率化対応

 　➢サイバー、保全対応

 　 ➢事業撤退対応（特に下請け企業）

 　

 ３．装備移転推進

代価
製品契約関係

（製造、修理、研究開発
等）

直接契約

サプライ
ヤ企業

プライム
企業

　※ サプライチェーンの規模の例

　▶ F-2戦闘機

　　→　約1,100社
　（H29 日本航空宇宙工業会調べ）

　▶ 10式戦車

　　→　約1,300社
　（H28 防衛装備庁調べ）

　▶ 護衛艦（DD）

　　→　約8,300社
　（H25 日本造船工業会調べ）

防衛生産・技術基盤維持・強化の第一歩



基本方針（案）のポイント
 １．国内基盤重視姿勢の明確化

  　➢国内基盤の現状や経済安保的国際情勢を背景として

 　　　国産取得の追求、難しい場合はラ国、共同開発・生産

 ２．基盤全体を対象

 　 ➢プライムだけでなくサプライヤーを含む基盤全体を対象とする旨の明確化

 ３．国際協力の推進

 　➢サプライチェーン相互補完体制構築

 　➢国際標準を踏まえた開発と相互交換可能性の追求

 ４．産業再編への考え方

 　➢各社の経営判断を尊重

 　➢防衛省としては、防需依存度が高い企業が望ましい
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装備品等の開発及び生産のための
基盤の強化に関する基本方針案
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今後の方向性

 ４３兆円防衛予算の着実かつ効率的・効果的な執行

 防衛生産・技術基盤の裾野をどう広げるか

 他国を凌駕する技術優位をどのように獲得するか

 装備移転をどう推進するか
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（3-③ 参考）サイバーセキュリ
ティ強化

基盤強化の措置（イメージ）

1　防衛産業の位置付け明確化 2　サプライチェーン調査

6　製造施設等の国による保有 7　装備品等契約の秘密保全

3　基盤強化の措置 4　装備移転円滑化措置 5　資金の貸付け　

▸ 装備品等の開発・生産の基盤の維持・強化について、
その重要性が一層増していることを明確化。

▸ 基盤の強化に関する基本方針を防衛大臣が定め、公
表。

▸ 国が調査を実施し、サプライチェーンリスクを直接把
握。

▸ 調査に対する事業者の回答については、努力義務。

→ 調査結果を基盤強化の措置に活用。

▸ 基盤の強化に資する事業者の取組を認定の上、
（サプライヤ企業に対しても）直接的に経費を支払。

→ サプライチェーンリスクへ対応し、基盤強化を推進。

▸ 装備移転のため、移転対象の装備品等の仕様・性能等を
国の求めにより変更する場合に、必要な費用を助成。

▸ 株式会社日本政策金融公庫により、
装備品の製造等に必要な資金の貸付けを配慮。

▸ 他の措置を講じてもなお他に手段がないとき、
国が製造施設等を取得し、事業者に管理を委
託。

→ 装備品等の製造等や適確な調達を確保。

▸ 装備品等に関する機微な情報の保全強化のため、
契約上の守秘義務から法律上の守秘義務へ。

指定支援
法人（基

金）

日本政策
金融公庫

装備品製
造等事業

者認定事業
者

認定事業
者

① サプライチェーンリスク対応
② 製造工程効率化
③ サイバーセキュリティ強化
④ 事業承継等

補助金 装備移転
助成金

貸付けの
配慮

取得

管理委託

運営

契約上の
守秘義務

法律上の
守秘義務

（6 参考）米国における製造施設等の国
有事例

　上：空軍  United States Air Force Plant4
　下：陸軍  Joint Systems Manufacturing 
Center

（4 参考）装備移転
移転対象となり得る防空レー

ダー

（3-② 参考）製造工程の効率化
　上：従来の手作業による製造工程
　下：金属3Dプリンタ導入による自動化
（イメージ）

　防衛省が調達する装備品等の開発及び生産のための基盤の強化に関する法律　　　　 参 考

防衛大臣の求め 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新たな機能を実現する素材・材料、
新たな製造手法

従来使っていなかった
エネルギーの活用

物理分野で優勢を獲得
するための機能、能力

情報分野で優勢を獲得
するための機能、能力

認知分野で優勢を獲得
するための機能、能力

将来の戦いにおいて我が国を守り抜くための機能、能力
我

が
国
を
守
り
抜
く
上
で

重
要
な
技
術
分
野

膨大な情報を瞬時に処理するための
コンピューティング

組織内外において、どこでも誰と
でも正確、瞬時に情報共有を

可能とするネットワーク

隊員の負担、損害を局限しつつ、隊員以外の付随的な損害も局限する無人化、自律化

仮想、架空情報をあたかも現実かのように見せる能力

これまで見えなかったもの (例えば遠くのもの、電磁波や
隊員の意思決定プロセス )の見える化

より早く、正確に情報を得るためのセンシング従来使っていなかった
プラットフォームの活用

認知能力の強化

未来の状況を予測して先手を打つ判断能力の強化

効率的、効果的にサイバー空間を
防御する能力

…

…

…

防衛技術指針２０２３（別紙）
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基礎研究

他府省庁の研究開発
イノベーション投資事業

防衛技術と民生技術
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どちらにも使える 強い防衛目的強い民生目的

研究開発の目的

技術成熟度

成熟度低
 (実用化には

遠い)

成熟度高
(実用化に近

い)

成熟度中
(実験室レベル

の検証)

　　　　　
　　　　　

研究試作

安全保障
技術研究
推進制度

先進技術の
橋渡し研究

特別研究等

装備化 (実用化)

ゲーム・チェンジャーの
早期実用化に資する取組

製品化 (実用化)

民生分野の研究開発
(政府投資、自社投資等)

ゲーム・チェンジャーの早期実用化に資する取組:　　装備の実
用化を　加速するため、ゲーム・チェンジャーとなり得る
最先端技術の研究と並行して、関連する重要な構成技
術を短期間で獲得する取組

研究試作:　　装備の開発に必要な技術上の知識の取得や、技
術を確認するための試作品製作などを行う研究

特別研究:　　研究費の重点的投入により、特別に成果の創出
促進　などを図る特定課題の研究

先進技術の橋渡し研究:　　基礎研究の成果等の中から有望な
先進技術を見出し、防衛用途での活用に向けて育成す
る研究

経済安全保障
重要技術

育成プログラム

開発

研究開発の進展に伴い、
「目的」の幅は広がり、
それらに特化したさらなる
研究開発が必要になる
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